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毎
月
掲
載
し
て
い
る「
松
前

の
魅
力
伝
え
隊
」
の
コ
ー
ナ
ー

（
今
月
は
26
ペ
ー
ジ
）で
す
が
、今

年
は
一
部
を「
学
校
自
慢
編
」と

し
て
、各
小
中
学
校
や
高
校
の
紹

介
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
月
は
松
前
小
学
校

で
す
。普
段
の
学
校
生
活
だ
け
で

な
く
、修
学
旅
行
で
も
ハ
イ
タ
ッ

チ
あ
い
さ
つ
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、私
た
ち
が
短
い
時
間
に
取
材

し
た
の
で
は
気
付
か
な
い
こ
と

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。他
の
学

校
も
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す

の
で
お
楽
し
み
に
。           （
久
保
）

　
北
黒
田
・
新
立
海
岸
の
郷
土

を
美
し
く
す
る
清
掃
を
取
材
し

ま
し
た
。

　
海
岸
に
着
く
ま
で
の
間
に
町

内
各
地
で
清
掃
し
て
い
る
人
た

ち
を
発
見
。
こ
の
活
動
は
昭
和

45
年
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
48

年
経
っ
た
今
で
も
、朝
早
く
か
ら

大
勢
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
年
配
の

人
ま
で
、
幅
広
い
年
代
が
参
加

し
て
い
る
の
を
見
る
の
と
、
地
元

を
想
う
気
持
ち
は
、こ
う
や
っ
て

受
け
継
が
れ
て
い
く
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
　  

　
　  （
蔭
谷
）
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広
報

行
会 No. 106新嘗祭に献穀する

「粟」を生産

　 「福島清繁さん」

　11月23日は何の日か知っていますか。「勤
労感謝の日」と答える人が多いと思いますが、
この日は「新

にいなめ

嘗祭」が行われる日でもあります。
　新嘗祭は、天皇陛下自らが、全国から奉納
された新穀をお供えになり、五穀豊穣と農業
の繁栄を祈願される儀式です。この新嘗祭に
献穀する粟を今年、生産することになったの
が福島清繁さん＝西古泉＝です。
　米やソラマメなどさまざまなものを生産して
いるものの、粟の生産は初めてだと言う福島さ
ん。「近隣で粟を生産している人もおらず、不
安の方が大きかったです。でも、光栄なことで
すし、おととし献穀した人と知り合いで相談で
きる人もいたのでお受けしました」と話します。
　6月9日、「新嘗祭献穀粟播種式」が行われ、
神事と式典が玉生八幡大神社と福島さんの畑
で行われました。式典で「農家の代表として、
培ってきた農の心と技で実りの秋が迎えられ
るよう努力したい」と決意の気持ちを述べた
福島さん。これから、除草剤を使わない除草
作業や鳥獣対策を行いながら心を込めて育
て、10月末に手作業での脱穀を行った後、天
皇陛下へ献上します。

ってこーわい

　　ってこーわい

広告

　
掲載場所　　裏表紙の最下段　　　
広告料　　　20,000 円／枠（1カ月）
大きさ　     　縦 40 ミリ×横 60ミリ
カラー　     　フルカラー

問総務課広報情報係    ☎ 985-4132

有料広告募集中

１、3   播種式の様子。厳か
にとり行われた　２   献穀
者に選ばれた福島さん
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